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プログラムプログラム

成果を築く自立支援型通所サービスの経営戦略セミナー

～科学的介護の実現をテーマに大改革が行われる２０２１年！！  本格的な自立支援ケア実践が求められる時代を迎え、
                                                           あなたの施設が自立支援ケアの実践者になれるかどうかで将来の立場が変わる～

高品質・高稼働・高利益を実現し、我が国の通所業界を牽引する在宅療養支援 楓の風グループの“先手必勝”の経営戦略とは！！
「科学的介護の実現」に向けSIOSを活用したアウトカム評価と選ばれる自立支援型通所サービスの運営ノウハウとその展開！！

身体的・社会的自立支援の視点から捉える新たな通所サービス構築の具体策を解説指導！！

小室 貴之 氏

2月9日(土)

※希望の方は□を付けてください。　□ CD受講希望　□ 無料個別相談

会　場

平成31年2月9日㈯ AM9:00～PM0:40

銀座同和ビル2F（HMSセミナールーム）
東京都中央区銀座7-2-22　TEL 03-6228-5995

参加料

※参加料には資料・コーヒー代を含みます。

　介護サービスの質評価による事業適正化には、アウトカム
評価の重要性が高く、平成28年度厚労白書によると、介護
サービスが目指すべき自立支援は「日常生活の活動を高め、家
庭や社会への参加を促し、それによってひとりひとりの生きが
いや自己実現のための取組を支援して、QOL の向上を目指
すものである」とされている。またWHOが示す長期ケアの目
標は「セルフケアが長期に渡り十分にできない個人に対し、自
立、自律、参加、自己実現、尊厳を大限に維持し、可能な限りの
QOLの維持を保証する」とされている。しかし身体的自立支援
指標だけでは、長期ケアを必要とする慢性の経過をたどる
方々や、心身の状態が悪化傾向にある方々のアウトカムは測
定が困難で、長期ケア対象者に延々と身体的自立支援を強い
る方向性に陥りやすい。そこで本セミナーではICFの生活機能
分類を活用することで、多岐にわたる高齢者の活動と参加を
網羅的に包含する、これまでになかった社会的自立を支援す
る介護サービスの運営手法を、昭和大学保健医療学部との共
同にて開発した社会的自立支援アウトカム測定尺度を論拠
に、通所ケアにおける適切な自立支援ケアの運営手法につい
て学習し、何を目指してサービス計画を立案するか、そして差
別化をはるかに凌駕する本質的な自立支援ケアの実践へと貴
事業所を導きます。
　身体的自立支援に偏りがちであった介護サービスの自立支
援目標を、高齢者本人の意思に基づいた地域社会の様々な活
動への参加へ誘導するケアを共に実践しようではないか。デ
イサービスのみならず、通所リハビリ、訪問リハビリ、ショートス
テイ、高齢者住宅運営等に役立つ運営ノウハウを惜しみなく
お伝えします。           小室　貴之

【参加のご案内】

開催日

講　師 在宅療養支援　楓の風グループ　代表

23,134円HMS会員（法人・個人会員）
【税込】

（21,420円    1,714円）
本体価格 消費税

24,419円（購読会員） （22,610円    1,809円）
25,704円 一　　  般 （23,800円    1,904円）

● ２０１８年介護報酬改正が示した通所介護の進むべき道とは
● 楓の風における１５年間の自立支援ケアの取組実践紹介
● 明日から変わる「お世話型」から「自立支援型」への転換方法
● 自立支援ケアの下地作り「ありがとうを言わせない」ケアの実践とは
● 特徴づけで差別化する時代から、自立支援ケアの結果を出して信頼蓄積の時代へ
● 自立支援ケアの実践で加算をしっかり算定！利益率２０％超の通所介護事業運営とは
● 新しいリハ機器導入は後回し、すぐに取り組める個別機能訓練加算Ⅱの実践方法とは　
● アセスメント力向上はニーズへの質の高い対応に。アセスメント力UPのスタッフ育成方法とは
● 面談を通じて利用者がエンパワメントされる効果も！
                                      通所アウトカムスケール（無償配布します）の紹介とケアの実際
● アウトカムスケールの導入で、スタッフが「何を目指せばよいのか」が明確になり、
                                                      ケアが自立支援を志向するあるべきケアにかわる！
● ICTフル活用とケアの目的的実践で残業時間ゼロを目指す！
                                              平均残業時間１３．４時間（月あたり）の通所介護実践とは
● 最小限の人員配置で最大限の自立支援ケア実践空間はこうして作る！
● ケアマネの言いなりで苦しむ軽度者への入浴＆預かりからの脱出方法とは
● 自立支援ケアを促進するチームワークとリーダーシップ、メンバーシップとは
● 中重度者を中心に短時間ケアで結果を出す！
● ３－４？ ５－６？ ７－８？ ニーズと制度改正動向をにらんだ時間区分の在り方とは
● AI時代、楓の風の通所介護ケアの実践データは教師データになる！　AI活用で目指す高効率と高成果とは


